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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 操 作 者 の 接 触 に よ る 情 報 の 入 力 が 可 能 な 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ 前
記 入 力 手 段 を 振 動 さ せ る 振 動 付 与 手 段 と 、 各 部 の 動 作 を 司 る 制 御 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 入 力 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ た 座 標 入 力 が 可 能 な 操 作 パ ネ ル で
あ り 、
　 前 記 振 動 付 与 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 振 動 源 と な る 複
数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 配 列 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が
、 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 と 、 こ れ ら の 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 強 誘
電 体 層 を 含 む 絶 縁 層 と を 有 し て お り 、
　

　 前 記 制 御 手 段 が 、 少 な く と も 前 記 操 作 パ ネ ル か ら の 座 標 情 報 の 入 力 に 基 づ い て 前 記 複 数
の ア ク チ ュ エ ー タ の う ち 予 め 設 定 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る よ う に 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 操 作 者 の 接 触 に よ る 情 報 の 入 力 が 可 能 な 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ 前
記 入 力 手 段 を 振 動 さ せ る 振 動 付 与 手 段 と 部 の 動 作 を 司 る 制 御 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 入 力 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ た 座 標 入 力 が 可 能 な 操 作 パ ネ ル で
あ り 、
　 前 記 振 動 付 与 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 振 動 源 と な る 複
数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 配 列 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が
、 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 と 、 こ れ ら の 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 強 誘
電 体 層 を 含 む 絶 縁 層 と を 有 し て お り 、
　

前 記 絶 縁 層 が 、 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 に 対 し て 前 記 入 力 手 段 の 面 と 平 行 方 向 で 隣
接 す る よ う に 配 列 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る ２ つ の 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 一 方 の ア ク チ
ュ エ ー タ の 電 極 を 他 方 の ア ク チ ュ エ ー タ の 電 極 と 共 用 可 能 に 形 成 さ れ て お り 、

、 各

前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 第 １ 電 極 、 絶 縁 層 お よ び 第 ２ 電 極 が 、 厚 さ 方 向 に 積 層 さ れ る と と



　 前 記 制 御 手 段 が 、 少 な く と も 前 記 操 作 パ ネ ル か ら の 座 標 情 報 あ る い は 前 記 ス イ ッ チ か ら
の 信 号 に 基 づ い て 前 記 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ の う ち 予 め 設 定 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動
す る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　

　

　

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 第 １ 電 極 、 絶 縁 層 お よ び 第 ２ 電 極 が 、 厚 さ 方 向 に 積 層 さ れ

　

こ と を 特 徴 と す 力 装 置 。 　
【 請 求 項 ５ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 入 力 装
置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 可 聴 帯 域 の 音 を 発 生 す る 音 発 生 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 音 発 生 装 置 の 音 が 前 記 ア ク
チ ュ エ ー タ の 駆 動 に と も な う 電 極 の 振 動 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 入 力 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 入 力 装 置 の 特 徴 は 、 操 作 者 の 接 触 に よ る 情
報 の 入 力 が 可 能 な 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ 前 記 入 力 手 段 を 振 動 さ せ る
振 動 付 与 手 段 と 、 各 部 の 動 作 を 司 る 制 御 手 段 と を 有 し 、 前 記 入 力 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る
シ ー ト 状 に 形 成 さ れ た 座 標 入 力 が 可 能 な 操 作 パ ネ ル で あ り 、 前 記 振 動 付 与 手 段 が 、 可 撓 性
を 有 す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 振 動 源 と な る 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 配 列 す る
こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 と 、 こ
れ ら の 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 強 誘 電 体 層 を 含 む 絶 縁 層 と を 有 し て
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も に 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 絶 縁 層 が シ ー ト 状 に 形 成 さ れ 、 こ の 絶 縁 層 の 厚 さ 方 向 の 両 側
に 、 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 が 重 な ら な い よ う に 形 成 さ れ て お り 、

前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 間 に は 、 弾 性 を 有 す る 中 間 絶 縁 層 が 設 け ら れ て い る
２

操 作 者 の 接 触 に よ る 情 報 の 入 力 が 可 能 な 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ 前
記 入 力 手 段 を 振 動 さ せ る 振 動 付 与 手 段 と 、 各 部 の 動 作 を 司 る 制 御 手 段 と を 有 し 、

前 記 入 力 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ た 座 標 入 力 が 可 能 な 操 作 パ ネ ル で
あ り 、

前 記 振 動 付 与 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 振 動 源 と な る 複
数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 配 列 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が
、 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 と 、 こ れ ら の 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 強 誘
電 体 層 を 含 む 絶 縁 層 と を 有 し て お り 、

る と と
も に 、 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の い ず れ か 一 方 が 分 割 さ れ て お り 、

前 記 制 御 手 段 が 、 少 な く と も 前 記 操 作 パ ネ ル か ら の 座 標 情 報 の 入 力 に 基 づ い て 前 記 複 数
の ア ク チ ュ エ ー タ の う ち 予 め 設 定 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る よ う に 形 成 さ れ て い る

る 入

前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の い ず れ か 一 方 の 分 割 さ れ た 電 極 間 に は 、 弾 性 を 有 す る 中
間 絶 縁 層 が 設 け ら れ て い る ４

前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 層 間 絶 縁 層 を 介 し て 多 層 に 設 け ら れ て い る
２ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項

前 記 振 動 付 与 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 入 力 手 段 を 押 し 込 ん だ と き に そ の
押 圧 力 に よ り ス イ ッ チ ン グ 動 作 が 可 能 な 、 少 な く と も １ つ の ス イ ッ チ を 有 す る ２ 次 入 力 手
段 を 備 え て い る な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項

な い し 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項



お り 、

前 記 制
御 手 段 が 、 少 な く と も 前 記 操 作 パ ネ ル か ら の 座 標 情 報 の 入 力 に 基 づ い て 前 記 複 数 の ア ク チ
ュ エ ー タ の う ち 予 め 設 定 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 点 に あ る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 他 の 態 様 の 入 力 装 置 の 特 徴 は 、 操 作 者 の 接 触 に よ る 情 報 の 入 力 が 可
能 な 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ 前 記 入 力 手 段 を 振 動 さ せ る 振 動 付 与 手 段
と 部 の 動 作 を 司 る 制 御 手 段 と を 有 し 、 前 記 入 力 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 に 形
成 さ れ た 座 標 入 力 が 可 能 な 操 作 パ ネ ル で あ り 、 前 記 振 動 付 与 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー
ト 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 振 動 源 と な る 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 配 列 す る こ と に よ り 形
成 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 と 、 こ れ ら の 前 記 第
１ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 強 誘 電 体 層 を 含 む 絶 縁 層 と を 有 し て お り 、

前 記 制 御 手 段 が 、 少 な く と
も 前 記 操 作 パ ネ ル か ら の 座 標 情 報 あ る い は 前 記 ス イ ッ チ か ら の 信 号 に 基 づ い て 前 記 複 数 の
ア ク チ ュ エ ー タ の う ち 予 め 設 定 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 点
に あ る 。

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

(3) JP 2006-65456 A5 2007.3.15

前 記 絶 縁 層 が 、 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 に 対 し て 前 記 入 力 手 段 の 面 と 平 行 方 向
で 隣 接 す る よ う に 配 列 さ れ る と と も に 、 隣 接 す る ２ つ の 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 一 方 の ア
ク チ ュ エ ー タ の 電 極 を 他 方 の ア ク チ ュ エ ー タ の 電 極 と 共 用 可 能 に 形 成 さ れ て お り 、

、 各

前 記 ア
ク チ ュ エ ー タ の 第 １ 電 極 、 絶 縁 層 お よ び 第 ２ 電 極 が 、 厚 さ 方 向 に 積 層 さ れ る と と も に 、 前
記 ア ク チ ュ エ ー タ の 絶 縁 層 が シ ー ト 状 に 形 成 さ れ 、 こ の 絶 縁 層 の 厚 さ 方 向 の 両 側 に 、 前 記
第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 が 重 な ら な い よ う に 形 成 さ れ て お り 、

前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 間 に は 、 弾 性 を 有 す る 中 間 絶 縁 層 が 設 け ら れ て い る こ と が
好 ま し い 。

ま た 、 本 発 明 に 係 る さ ら に 他 の 態 様 の 入 力 装 置 の 特 徴 は 、 操 作 者 の 接 触 に よ る 情 報 の 入
力 が 可 能 な 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ 前 記 入 力 手 段 を 振 動 さ せ る 振 動 付
与 手 段 と 、 各 部 の 動 作 を 司 る 制 御 手 段 と を 有 し 、 前 記 入 力 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト
状 に 形 成 さ れ た 座 標 入 力 が 可 能 な 操 作 パ ネ ル で あ り 、 前 記 振 動 付 与 手 段 が 、 可 撓 性 を 有 す
る シ ー ト 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 振 動 源 と な る 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 配 列 す る こ と に
よ り 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 と 、 こ れ ら の
前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の 間 に 設 け ら れ た 強 誘 電 体 層 を 含 む 絶 縁 層 と を 有 し て お り 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 第 １ 電 極 、 絶 縁 層 お よ び 第 ２ 電 極 が 、 厚 さ 方 向 に 積 層 さ れ る と と も
に 、 前 記 第 １ 電 極 お よ び 第 ２ 電 極 の い ず れ か 一 方 が 分 割 さ れ て お り 、 前 記 制 御 手 段 が 、 少
な く と も 前 記 操 作 パ ネ ル か ら の 座 標 情 報 の 入 力 に 基 づ い て 前 記 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ の う
ち 予 め 設 定 さ れ た ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 点 に あ る 。 前 記 第 １ 電
極 お よ び 第 ２ 電 極 の い ず れ か 一 方 の 分 割 さ れ た 電 極 間 に は 、 弾 性 を 有 す る 中 間 絶 縁 層 が 設
け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。



【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ
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本 発 明 に お い て 、 が 、 層 間 絶 縁 層 を 介 し て 多 層 に 設 け ら れ て い る こ と が
好 ま し い 。 さ ら に 、 振 動 付 与 手 段 の 背 面 に 配 設 さ れ る と と も に 、 前 記 入 力 手 段 を 押 し 込 ん
だ と き に そ の 押 圧 力 に よ り ス イ ッ チ ン グ 動 作 が 可 能 な 、 少 な く と も １ つ の ス イ ッ チ を 有 す
る ２ 次 入 力 手 段 を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
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